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東 北 地 方 タ ケ カ ゴ細 工 の 基 調

一 日本列島におけるカゴ細工の諸系列(1)一

中 村 俊 亀 智*

1・ 問題提起

豆.5っ の事例

1・ 青森県青森市青柳町

2.岩 手県久慈市山田

3.宮 城県玉造郡岩出山町

4.山 形県東置賜郡高畠町

5.福 島県岩瀬郡岩瀬村矢沢

皿。若干の考察

1・ 問 題 提 起

 1968年4月 か ら11月 ま でのあいだ,当

時文 部省史料館 に収 められていた旧民族

学博 物館所蔵 の資料の うち,カ ゴ ・ザル

の類(以 下 これを カゴとい う)550点 余

を調 べ整理す る機会 にめ ぐまれた。その

結果 は図録 や研究紀要の形でおおや けに

されているが[文 部 省 史 料 館,1968:

PP.7-138][中 村,1969:PP.283-332],

そ の 仕事 に したが って いるうち,ふ と,

日本各地 のカゴの形や手法にはた しか に

全 国的に共通す るい くつかの型があ りう

るけれ ども[佐 藤,1956],そ の 反面,お

おかたのカゴには,そ のカゴ壷生 みだ し

たその地 方特有 の技術 ともい うべき もの

がみ られ,ま た,カ ゴひとつひ とつにそ

れぞれ持 ち味がある ことに気づかされた。

 た とえば東 北地方 で採集 されたカゴに

つ いていえば,青 森 か ら岩手にかけてみ

られる独得のッヤを もつ皮ダケでつ くら

れた ビクや六つ 目のカゴ,リ ンゴを取入

れ る ときのテカゴ,台 所 でつか う各種 の

           お

ザル,昔 つかわれていた苧 うみのときの

オボキ,山 形の南のほ うで採集 されたハ

ケゴ とい うアジロ編の細い皮ダ ケのカゴ,

ま たタケ以外 を材料に したカゴでは秋 田

のイタヤカッコベ,青 森の 日本海側 や秋

田,山 形 にか けて おこなわれているアケ

ビカゴ,そ のほか宮城の西 にの こってい

る箕の技術 を利用 した苗 とりカゴ等 々,

そ れぞれ南 のマダ ケやモ ウソウダケの地

帯のカ ゴ細工 にはみ られない技法や持ち

味がみ られるよ うに 思われた[文 部 省史

料館,1968:p.36,80,88,96,98,102,

104,106,ll8,120,130,136,178][中

村,1969:PP.321-324][中 村,1974:

pp.176-180]。

 も し,こ う した印象が わた しだ けの も

ので ないとすれば,ひ とつ ひとつのカ ゴ

にあ らわれ る各地 方地方 の持 ち味は,ま

たそれ を可能 に している技法や意匠 は,

どのよ うな ものに支え られて いるので あ

ろうか。す くな くとも,ど のような条件

の もとでは ぐくまれたのだろうか。 この
           へ  も  も  も

小文はそうした問題へのいとぐちをひら
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くために東北地方の タケカゴ細工 を主題

に して,そ うした点を追 ってみた もので

ある。

 そ のため小 文で はわた しが訪れる こと

がで きた東北各地 のカゴ細工の生 産地 の

なかか ら,ご く最近直接 当ってみ ること

がで きた4地 域 の事例に,1947年 に い っ

てみ た岩出山町の例 を加 え,そ れぞれ,

カ ゴをつ くるための,

 a.材 料 は どのよ うに整え られて きた

  か

 b.カ ゴは どのよ うにつ くられたか

 c. ど の ようなカゴがつ くられて きた

  か

を中心に,確 認で きた ことが らを報告 し,

そ れを もとに して気づいた点 を指摘 して

みたい と思 う。

 この小文 をまとめるため,図 録[文 部

省史料 館,1968;か ら東北地方 のカゴに

ついての記載 をえ らびだ し,そ の うち特

徴的なカゴの記事 を手掛 に して,そ の所

用地 をた しかめ,い まそのカゴをつ くっ

てい るところ,ま たは最近までつ くって

いた ひとをたずね,実 際 にカ ゴの生産 に

たず さわ られた方 々か ら上記の3点 を中
               ききが

心にお話をうかがい,そ の結果を聞書 き

の形でまとめ,聞 書きを引くようにして
                 も

報告の部分をまとめてみた。本来ならき
も  も  へ

きとりに同席してくださった方々を含め,

それぞれの引用ごとにお名前を明 らかに

すべきであるが,い ろいろ考えたすえ,

ここでは特別の場合以外本文のなかでは

個人の名前はださないことにした。聞書

きをつくる過程での書きちがいや思いち

がいがあったときには,す みやかに訂正

させていただきたいと思う。なお,個 人

の名前には,学 術的な論文ではいっさい

敬称をはぶく約束がおこなわれているが,
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          ヤ  へ  も  へ

小文の性質上 ここではさんずけをさせて

いただいた。
              ヘ  ヘ  ヘ  へ

 この小文では技法についてのききとり

を聞書きか ら引用するだけでなく,家 で

つかっている手元のカゴを調べ,そ の結
        へ  も  ヘ  へ

果 をつ きあわせ,き きとりをおぎな うこ

とに した。カ ゴの作 り方 や編 み方 につ い

ての術語は,必 ず しも一定 していないが,

こ こで は,カ ゴをつ くる過程 については

底編,胴 編,縁,そ れに底 か ら胴 に うつ
         Lしたて

る途中の過程である腰立の4語,タ ケづ
             へ

くりの過程ではタケ割とタケ剥ぎ,表 皮

のついたタケを皮ダケ,表 皮のつかない
               み

維管束や基本組織の部分のタケを身ダケ,

カゴの編み方についての用語としては,
               ざるめあみ

四つ目編,六 つ目編,ア ジロ編,筑 目編,

四 つ 目つぶ し,六 つ目つぶ し,縁 の仕上

げについては,巻 ダケをつか って縁をか

が る巻口仕上 げ,野 田口仕上 げ,蛇 腹巻,

縁 ダケや巻 ダケをつかわず に縁をま とめ
 ともぶち

る共縁,六 つ目や筑目編で水平方向にい

れてあるタケを廻しダヶ,タ テ方向のタ

ケを タチダケ(立 竹),補 強のためにい
  ちから     ちからぼね

れるカダケ を力骨,ア ジロの編 み方 をあ

らわすためには 「2つ とび2つ くぐり」

「3つ とび3つ くぐり」な どの用語 だけ

をつか うことに した。

 地 元で の呼び方 は慣例的に片仮 名であ

らわ し,聞 書 きか らの引用には,こ の小

文では*を つ けて拠 りどころをあき らか

にした。

II. 5つ の 事例

 1. 青森県青森市青柳町

 a.材 料はどのようにして整えたか

 青森の市街のやや東寄 りのところに堤

川が流れている。堤川には石森橋そのほ

か5つ の大きな橋がかかっているが,そ
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のうち川 口か ら2番 目の青柳橋 につ うじ

る大通に面 して奈良岡 さんの竹細工の製

造 と卸 しの店 がある。 そ こか ら堤川の川

口の青森漁港までは距離 に して1,000 m

ほ どであ る。奈良岡さん の店では他県 か

ら 「約40年 ぐらいまえか らカラタケ(マ

ダ ケのこと)を いれて カ ラタケ細工のカ

ゴ も製造 してい るが」*,昔 はもっぱ らネ

マガ リダケをつか ってカゴをつ くってい

たという。

 材 料のネマガ リダ ヶは 「孫 ちいさんの

時代 には」市 内か ら直線距離 に して20km

南 に くだ った 「いまはスキー場で,昔 か

らタケ ノコの産地で有名 な八 甲田山一帯,

酸 ケ湯付近 で伐採 してきたが,雪 がおお

く,消 え るのがおそいので」*,や がて採
               くぬぎた

集 の場所を津軽 半島の青森湾側の蓬田や,

さ らに奥の青森か らも50kmは な れた

四ツ滝 山の東北地帯,東 津軽郡二股,増

川,三 厩 方面に うつ し,国 有林 のネマガ

リダケの払下を うけ,「 伐採 したものを

船で青森港までお くって いたが,こ の10

年,営 林署 が薬 剤を撒布 した ことや タケ

にハ ナがついて全 滅 して しま ったので,

い まは北海道のネマガ リダケをいれてい

る」*という。

 カ ゴ の 材 料 としてのネマガ リダケは

「3年 か ら5年 目の ものが よ く,3年 の

もので根本 の太 さは20か ら25mm前 後

になる。 それを銘 で切 り,細 かい枝 をそ

の場では らい,長 さ182cmか ら212

cmに 切 りそろえ,50本 ひ とタバに して,

1t車 か2t車 の はい る道路まで」た とえ

ば 「1,000mほ どワイヤーを張 り,切 っ

たタケ の束を鉤 でつる し,ま た は材木を

搬 出す るときの ように 山の 斜 面 を 流 し

(シ ュラ出 しし)」*お ろす。 それ も 「いま

か ら13年 ぐらいまえまでは2束 か ら3束

ずつ背中に背負って運び出した」*ものだ
                 ば
という。昔は 「車のかわりに荷馬車や馬
とり

権 がつかわれたが,奥 山では馬権 のはい

れ る道路をつけるためにおおぜいの人夫

をや とって山を切 りひ らく作 業か らは じ

めな ければな らなか った」*。二百十 日以

降 に切 ったタケは翌年 の5月 まで(山 の

雪が とける時期 まで)も つ といい,例 年

この時期に1,200束 か ら1,300束 用 意 し

た」*。馬概1台 には70束 か ら80東 つ める

ので15台 以上 のネマガ リダケが用 意 され

た ことになろ う。

 陸 路や海路 を運 ばれた タケは 「節 がつ

いたままなので片刃 の銘で節 をお とし,

4つ か ら8つ に割 り,細 工す るカ ゴにあ
         はば

わせて長さや厚 さや幅 をそ ろえてか らつ

か った」*。皮 ダケをつ くる場合 には,4

つ 割 したタケを,セ ンとセ ンの台 とを組

合せた道 具をつ か って身のほ うを きれい

に 剥 ぎお とす。 「小学校をで るとす ぐカ

ゴ細工を習いは じめた。孫 ちい さんがカ

ゴ屋でその弟子 が3人 いたが,そ の うち

の1人 の ところへ弟子入 り した」*。弟子

入 りして 「最初 はタケの作 り方か らや ら

され る。ネマガ リダ ケは天 日にだ してお

くと身が しま って(乾 いて)な かなか割れ

に くくな る。は じめはタケの端 などを4

つ 割 させて銘 のつか い方を練習 させ,4

つ に割れるよ うになると,今 度 は長いタ

ケを あずけてタケを割 るとき錠 をお こせ

ばいいか,あ げればいいかな どをのみ こ

ませ る。ネマガ リダケには まんなかに 目

が とお っているので,そ の 目をた どって
     も  i  も  も

割 らない とた ちまちソゲて しま う」*。だ

いたい 「ネマガ リダケはその名の ように

根元で もまんなかで も反 ってい るのでカ

ラタケのよ うに唐竹割 にはで きない特色

が ある」*。「それ らをすべて のみ こんで銘
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 も  も  も  ヘ  へ

をと りもて るよ うになれば1人 前」*なの

である。 タケ作 りの練習 のあいだ に 「ザ

ルやテカゴにつか う皮 ダケつ くりをさせ

られた りす る」*。深雪 と北 か らふ きつけ

る強い風の もとで育 った ネマガ リダケに
                も  も

は,シ ノダケやマダ ケとはちが ったかた
た

さがあり,そ れを逆に利用 してゆければ

ネマガ リダケ細工の専門家なのである。

 b.カ ゴはどのようにしてつくられた

   か

 青森では旅目編のカゴもつくられたが,

むしろ六つ目のカゴがネマガ リダケ細工

の 特徴をよくあらわしている。 「県外で
     ヤ  も  へ

は,タ ケがやわいので,タ ケを数本い っ

しょにして六 つ目を編むが,こ こで はタ

チダケ も廻 しダケ も1本 だ けで編 んでゆ

く」*。弟子入 りしてタケ作 りをおぼえ る

と,つ ぎにタケの組み方をお ぼえ る。「カ

ゴの底 の目に どうタケを差 しこんだ らよ
      おび

いか。カゴの帯(廻 しダケ)を どうまわ

した らよいか。底が どの くらいのひろさ

な ら,口 はどの くらいにひ ろが るか。ど

の程度 に曲げればよいか」*。 ネマガ リダ

ケは身が しま っているので,腰 立のまが

りな ど,曲 り目を薄 くけず り火 にあぶ っ

てまげ るとい う。

 縁 まで編んだタチダ ケは,縁 のところ

でね じり,両 側 か らタテ2つ に割 った丸

ダケをそえ,そ の うえか ら皮ダ ケを巻 い

て とめるとい う。 「縁 まきには ネマガ リ

ダ ケのまだ皮をかぶ った1年 半 の若 いシ

ンコを4つ 割に した ものをつか う」*。い

までは巻 きダケ のかわ りに針金がつかわ

れている。 いま台所で野菜を洗 ったあ と

水を切 るのにつか うザル(六 つ 目カゴ)

に ついてみる。 口の直径30.5cm高 さ

6cm重 さ1309で 巾4 mmか ら7mm
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の皮ダケをつかい,皮 の側 を外側に して

編んで ある。 編み方 は底 も胴 も15mm

ほ ど の大 きさの六つ 目で,タ ケのそこ こ

こにはネマガ リダケ特有の黒い シブが の

こっている。六つ 目の編み 目の うえには

巾10mmの 皮 ダ ケ3本 をつか って,水

の字の形に力骨 がいれて あ り,編 み目を

強化 してい る。力骨 は底 まわ りの2つ の

目にはめこみ,そ のあ と胴 の うえを とお

って縁 にはいってい る。タチダケ は縁の

うえ20mmの と ころで切 りそろえ,折 ・

りまげ られ,そ れをおお うよ うに して,

そ の外側 と内側 とに太 さ12mmの 丸 い

タケを2つ に割 った縁ダケをあて,針 金

でかが っておさえて いる。

 c. どの ようなカゴがつ くられたか

 港 が 近 いため,こ こでは 魚 をは こぶ

カゴ が 主 としてつ くられてい る。49年

度 の 統計 によれば 海 面 漁 業 漁 獲 量 は

12,658,000kgと い われ,な かで もホタ

テやイカの水揚量が群をぬいていること

がわかる。陸奥湾 と津軽半島の両側 には

3つ の大 きな漁場が あるが青森漁港 は こ

の3つ の 漁場 と結 びつ いて いる。 「春 の

マスの時期がおわると5月 か ら6月 にか

けてニ シン漁 が行 われる。昔 はニ シンは

ひ と カゴい くらで 売 買 され たものであ

る」*。 「夏場 か ら アブ ラツコのカゴをつ

くり,そ のあいだにッブのカゴにかか る。

底が24.2cmで 高 さが18.l cm,口 が

21.2cmの 底 が四角で口がまるいカゴで

ある」*。 「春 と秋には イ ワシのカゴでお

われ る。秋に はイワシのテカゴがさかん

にでる。頭を と った イワシをテカゴにい

れ,水 洗 し,ス ダ レにのせてさ らし,長

い タケの串にさ して焼 き,ニ ボ シのザル

にいれて つる してお く」*。ここでは1年
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中,季 節の漁業 におうじて各 種のカゴが

大量に,一ひ っき りなしにつ くられた。 タ

ラカ ゴは 「水揚 げ した タラを運搬す るカ

ゴで 目の大 きさが3cmほ ど の六つ 目の

カ ゴで皮ダ ケだ けで編む。つか い方 によ

って2年 か ら3年 もつが,昔 はタチダ ケ

を折 りまげ,そ のうえを荒縄でかが った

だ けだ った。10枚1組 に して 問屋 に卸 し

た」*。タラの豊漁 の時期には 「朝3時 か

ら夜の10時 まで働 き(夜 があけた ら仕事

していた),タ ラの カゴを1日12個 か ら

13個 つ くった。魚が とれて とれて,仕 事

に追いまわされ っぱなしだ った」*。ハ エ

ナ ワザル(延 縄筑)に は 「漁 師の舟 の大 き

さや魚の大きさによ って48.5cm,51.5

cm,54.5 cm,60.6 cm, 63.6 cmな ど の

種i類がある。は じめの2つ はカ レイ,ス

スキ,タ イなど。54.5cmは 日本海で と

れ るマス,60.6cmは 北 海道 のタ ラ漁用

で ある」*。編み方は30mmか ら35mm

の大 きさの 六つ 目編で,60.6cmか ら

69.7cmの 長 さの皮ダケがつかわれる。

「縁 ダケには 丸ダケがいれて あ り,そ の

両端をつ ぎあわせ るため,両 端 をそぎ,

ブ ドーの 皮で 合 せ 目を 結 んで とめて い

た」*。大量につ くられ るものなので,底

を編む ときに鉄板 の型をつ くっておき,

それを 当てて編 む工夫 もな された とい う。

また,8本 のボー トーで底をお さえて編

む新 しい道具な ども奈良岡 さんの ところ

で考案 してつか った。アブ ラッコカゴは

「湾 内の アブ ラメ を とる カゴで,直 径

45.4cm高 さ60.6cmの 円 筒形のカゴで,

目 にコールタを塗 り,海 に沈 めてお く。

いまは沈みがはやいので鉄でつ くったカ

ゴが一般 につかわれている」*。

 農 業用 のカゴでは田植 のときの苗いれ

カゴ,シ ョイカゴ,リ ンゴをいれ るテカ

ゴなどがつ くられ た。 「ナエカ ゴは2L2

cfnに9. l cm高 さ21.2 cmの 底 が四角

で口が楕 円形の六つ 目カゴで,苗 をいれ

腰 につけるカゴ」*。 ショイカゴは野菜 な

どを市 内には こぶ 「御用 カゴの大 きさの
    ざい
カゴで,在 の ひとた ちが野菜 をいれて町

へ売 りに くるときな どにつか っていた。

同 じシ ョイカゴで も南部の ショイカゴは

壺形(ビ ク型)だ が,青 森では57。6cm

に36.4cm高 さ24.2 cmの 四角 なカゴ

がつかわれた」*。シ ョイカゴは 「ア ミア

ゲ とい って 目が あいていない編 み方(筑

目編)を した」*。 リンゴのテカゴは昔 つ

かわれた木 の リンゴ箱に 「2つ な らべて

はいるよ う楕 円 体 につ くられていて,

33.3cmに18.2 cm高 さ24.2 cmで,

縁 にはネマガ リダケの シンコをまいたが,

い まはビニールテープを巻 くよ うになっ

ている」*。

 家 庭用 のカゴで はワ ンカゴ とザルが あ

る。 ワンカゴは台がつ くりつけにな った

六つ目のカゴで 「家族 の数によ って大 き

さがちがい,5人 家族用で 直 径34cm

高 さ16 cm」*,ザ ル は 野菜 の 水切 りな

どにつか う六つ 目のカゴで底の各辺 に7

マ ス六つ 目が はいるか ら42本 で編む とい

う。212.lcmの 長 さの ネマガ リダケを

4つ 割に した もので タチダケが12本 とれ

るので,都 合縁巻 きの タケ もいれて5本

の タケで こしらえた。

2.岩 手県久慈市山田

 a.材 料はどのように して整えたか

 久慈市山田は陸中海岸の要港久慈の市

街から直線距離にして南に7kmほ どさ

がったところにある戸数20ほ どのムラで

ある。 久慈の南には200m前 後の丘陵

のある岬がつきでているが,山 田はその
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丘陵 の南斜 面に位 置 している。丘 陵の斜

面 にはい くつかの小 さい沢が あり,沢 の

両側 の ヒダには シノダケという指 くらい

の太 さのタケが密生 している。 その有様

は 「雀 も群れない くらいタケがぎっ しり

と天然 に生えてい る」*。山田のカゴ細工

は この シノダケを材料に してお こなわれ

る。

 カ ゴの材料 に手頃な タケは太さ7mm

前後 の もので 「3年 目 ぐらいの ものがち

ょうどよい」*。その くらいのタケを家 か

ら行 きやす い遠 さの場所にみつけ,ま と

めて採集 しておき,家 の納屋な どに しま

って お く。 タケ切 りの場所 は 「普段か ら

みて おいて よい場所 をみつ けてお く」*。

たいて い 「距離 にして家か らlkmぐ ら

い離 れた ところ」で 「シノダケが しげる

場所は足場 がわるい ところがおおいが,

そ こへい って鎌で刈 って くる。セイはた

かいので182cmく らいあ る。切 ったタ

ケは500本 ぐらいひとまとめにたばね,

長 さ3ヒ ロ半のマダやフジの皮で こ しら

えた ミッグ リ(三 つ組)の ニンナワ (荷

縄)で 背中当につ けて家 まで背負 って く

る」。*500本 の タケを切るのに 約2時 間

かか るとい う。 タケは 「寒切でない とだ

めで,10月 の末 が刈 りどきだ」*。 「切 っ

た タケは2つ 割 に して半乾燥の状態で束

ねて とって おき,細 工をす るときには2

晩 ほど川のなか にひた し,も ど してか ら

つか う」*。

 ヵ ゴを編む ときには,水 にひた してお

いたタケを水か らあげ,銘 で2つ に割 り

 (結局1本 の タケを4つ 割す る ことにな

る),上 等 なカ ゴをつ くる ときには 細か

く割 ったタケの カ ドを銘 でそぎお とし,

巾3mm前 後 にそ ろえ,銘 で皮 の内側

の身の ところをほ とん どお とし,皮 ダ ケ
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にしてつか う。身をお とす とき,タ ケ の

切 口に銘で キズをいれ,30cmか ら40

cmぐ らいまで 皮のついているほ うの端

を前歯でお さえ,タ ケの弾力性を利用 し

なが ら銘 で身 と皮 とを分 けてゆ く。

 b.カ ゴはどのよ うにつ くられるか

 久 慈で はカゴのタチダケ にも廻 しダケ

に も同 じ巾で同 じ厚さのシノダケがつか

われる。5.41は い るフクベをつ くるに

は,タ チダ ケに長 さ106cm,廻 しダケ

にはそれよ りず っと長いタケを用意す る。

タチダケのなかか ら3本 ず つい っしょに

して数条平行 にな らべ,そ れ らに直交す

るように1本 ず つ筑 目にタチダケを組 み

合わせ底編を こしらえる。片 ピザをたて

てすわ り,足 で編目をおさえなが ら。

 胴 を編む ときには,廻 しダケが タチダ

ケに しっか りとはめ こまれるよう,針 や

爪 でタケを押 しなが ら目をつめてゆ く。

途中,胴 の編が三分通 りできあがると,

タチダケの先端 を紐で束ね,廻 しダケ を

いれてゆ く。形 がと りやすいよ うに して

編むわ けであ る。 こう してカゴの肩 の部

分 が こしらえ られる。みてい ると,シ ノ
   へ  も  も  も

ダ ケは しなやかで,ど んな細工で も自由

にで きそうな 感 じがす る。 「胴の高さは

カゴの 大 きさに 見 合 うように 目分量で

きめる」*。「底 の 寸法 も 目分量で きめて

ゆ く」*。

 廻 しダ ケが縁の ところまでか けおわ る

と,タ チダケのさきを鋏 で切 りそろえ,

1筋 が3本 で構成 されてい るタチダケの'幽

3本 の うち右側 の1本 は右へ,の こりの

2本 は左にたお し,そ れぞれ,右 倒 しの

タケと左倒 しのタケとをか らみあわせ,

そ のうえ に巻 きダケをまいてゆ く。 これ

をシタマ キとい っている。 そ して,そ の
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外側 に,直 径10mmぐ らいの 太さの

「マ タタビの枝 をまる くして おいた もの

をはめ,シ タマキ とマタタ ビとをい っし

ょに巻 きダケで巻 いて とめる」。*マ タタ

ビの両端は 「銘 でななあにそぎお とし,

両 端 をか さねあわせ,タ ケで巻 いて とめ

て お く」*。マ タタビの輪を縁 にか けると

きには,カ ゴを両 足でお さえなが らはめ

こんでゆ く。 「巻 ダケには 巾のややひろ

いニガダケがつかわれる。 ニガダケは川

岸 などに生 えてい る太 さ10mm前 後 の

タケで,家 の風除や壁の下地 に もつかわ

れる」*。久慈市の小久 慈では,久 慈市の

対岸 にある陸 中夏井付近か らニガダケを

切 って きて,ニ ガダケだ けでカゴを編む。

 手 元 にある小 さい フクベにつ いて以上

の点 をあたってみ ると,こ のフクベは口

は長径17cm短 径16 cm,底 の ヨコ

17cm奥 行14 cm,高 さ20 cm,重 さ

1609,ふ く らみの部分で計 るとタテ(高

さ)ヨ コほぼ等 しいことがわかる。 タチ

ダケには幅3mmの 皮 ダケ,廻 しダケ

にはそれよ りやや 巾のひろい4mmの

皮 ダケがつ かわれて いる。2つ のタケ と

も皮 のほ うがカゴの外側 にむ くよ うに し

て編んである。底 は3本 のタケをい っし

ょに した もの7筋 へ,1本 ず つの ヨコの

タケ(胴 ではタチダ ケ)を いれ,1筋 お

きに くぐらせ,旅 目編 に してい る。底 が

編みおわる と1本 のタケはフクベの両側

面で3本 い っしょにまとめ,前 後の面 と

同 じよ うに旅 目編 に してゆ 鮎 底か ら胴

への移 りゆ きはかな り急 にかわ ってい る
。

縁 は高 さ10mm巾20 mmで,1筋 の

タチダケ3本 の うち右1本 は右側 に左2

本 は左側 に折 りまげ,そ れ らをはさむ よ

うに して太 さ8mmの 枝 が ヨコに2重

にまわ して あり,そ の うえか ら巾4mm

の皮 ダケが巻 いてある。縁 の断面 は楕 円

形で ある。縁 も胴 も底 もタケにはつやが

あ り,形 は全 体 として落着 いた味 わいを

もって いる。

 久 慈 山田では 「自家用 のカゴな ら習 っ

て1年 もあればできるよ うになる。2年

もやれ ばい くらか売 るのにいいカゴがで

きるよ うになる か もしれませ ん」*と い

う。久慈の市街には月の3の 日 と8の 日

に果物や野菜 などの市 がたつ。 シノダケ

のカゴも市へい って売 って くるという。

市 は山田か ら4㎞ 南へ くだった九戸郡

野 田町で も16の 日にひ らかれる。 山田で

は,カ ゴ細工は「タケを こ しらえ ること」,

シノダ ケを割 って身をお とし1本1本 タ

ヶを そろえる ことか ら習 い は じめる。

「タケがそろわなければ いい カゴ はでき

ない」*。 それか ら組 むのを おぼえる。

「昔 と今 とを くらべてみる と,こ のあた

りでは,か えって今のほ うがカゴ細工 が

上手 になって きている。他県 のカゴがは

い って くるようにな り,そ れに対 抗す る

ためにはどう して もいいカゴをつ くらね

ばな らないか ら,形 の とりかたな どは進

んだ。昔 はい くらか粗末な もので も売 れ
      も  う  も  も

たが,い まはて いねいな ものでない と売

れない」*という。 ここでい う他県 のカゴ

とはカ ラタケ(マ ダケ)の カゴをさす。
            から

「カ ラタケ は 唐竹の ことで 唐か らはい っ

て きた タケ とい う意 味 ではないだろ う

か」*。 「カ ラタケ は 身の ほうもつか うの

で,こ の土地 では皮のついた タケだけで

つ くるカゴのほ うが,つ かいなれてい る

せいか好かれている」*という。

c. どの よ うなカゴがつ くられたか

 久 慈山 田で昔 か ら 「主 につ くった のは

フクベ,ザ ル,テ カゴ,ハ エナ ワ(延 縄)
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のカゴ,ミ ザル(箕 筑),野 菜 や魚 を背

負 っては こぶのに つ か う ヨコダ と い う

カゴな どだ った」*。フクベは豆 を植 える

ときの豆いれ,秋 キノコをとりにゆ くと

きや ク リひろい,そ れに魚をいれ るビク

に もつか った。 「型 はほとん ど 同 じで,

大 きさによって,36 1,10.8Z,91,5.41

な ど の種類が ある。36 1い りのフクベは

背負 えるようにな っているので シ ョイフ

クベ とい う。そのほかのフクベはフクベ

の首 に紐 をつ けて腰に さげてある く」*。

現在 のフクベは首が省略 されていて肩 か

らす ぐ口になるが,昔 の ものには首 がつ

いていた[文 部省史料館,1968:P・105]。

「5.41フ ク ベな ら夜業 して1日 に4つ こ

しらえた。タケを割 るの に1時 間,組 む

の に2時 間 かか った」*。 「小 さい フクベ

は大 きいフクベよ りも,か えって手間が

かか るので,で きあがるまでの時間 はフ

クベの大 きい小 さいによ って,そ れ ほど

かわ らなか った」*。

 久 慈 山田は 「30年 前まではほ とん どの

家 が炭焼 を専業 とい っていい くらいにや

っていた。炭焼だ けを専業 にや って いた

ひ とも20軒 のなかで20人 いた こともあ

る」*。カゴ細工 は 「冬 に外へで られない

ときの冬仕事 に」数人の ひとた ちがや っ

ていた。カ ゴ細工は農閑期の副 業のひ と

つだ った とい う。

 3. 宮城県玉造郡岩出山町

a.材 料はどのようにして整えたか

 東北地方には,昔 から,シ ノダケやそ

のほかの細いタケをつかって家庭の台所

でつかうカゴやザルを集中的に生産 して

いる産地がいくつかある。宮城県の岩出

山町や築館町 もそのひとつである。岩出

山町は,仙 北平野の西よりに位置する羽
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後街道 にそ う人 口17,580の 古 い時代の城

下町 で,タ ケ細工は現在 で もここの名産

の筆頭 にあげ られている。

 岩 出山で は材料 はシノダケ,ま たはス

ズダケで,「 山の沢 や,平 地 では 川 の縁

な どに密生 して いる」*とい う。たいてい

「家か ら4kmほ どい った標高100 m

ぐ らいの ところにはえて いる。それをキ

ノコ採 りにつか う小 さな鎌で1本1本 根

元か ら切 って くる」*。 スズダ ケ は 長さ

2.5m太 さ は7mmか らIO mmの ご

く細 い タケだ という。 「切 ったタケ はそ

の場で67cmか ら100 cmの 長 さに切

りそろえ,フ ジの皮で束 ね,家 まで背 っ

て くる」*。背 中にはカ タアテ とい うワラ
   せ なかあて

細工 の背 中当をきてい った。

 家 に運 び こんだタケは 「片刃 の銘 で4

つ に割 り,そ れをさ らに2つ に割 り,巾

5mmほ ど に してつか う」*。カ ラタケな

ら両刃の銘 をつか うのだが シノダケでは

その点が異 な るとい う。 そして,身 の と

ころは全部そ ぎお とし,皮 ダケの形に こ

しらえてつか う。岩出山で もタチダケに

も廻 しダケ にも同 じ巾で同 じ厚 さの タケ

がつかわれて いる。

 b.カ ゴ はどのように してつ くられた

   か

 岩 出山でつ くられ るカ ゴは,ほ とんど,

旅 目編 と六つ 目編 のカ ゴであ る。ザ ルを

編む ときには,整 えた皮ダケを2本 ずつ

いっ しょに して 編んでゆ く。 「底はアジ

ロで,こ のア ジロの部分 をと くにマス と

いう」*。カ ゴの大きさによって,8本 組

のマス,10本 組 のマス,12本 組,13本 組

のマスが ある。8本 の ものをヤ タテ,10

本 の ものな ら トダテ とい う。 「底のマス

か ら胴まで は,廻 しダケ が7廻 りす るの
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でナナ マワ リとい っている。 ナナマワ リ

のつ くり具合で カゴ全 体の形 が決 ま って

しま う。 ナナマワ リは胴 の編 み方 に くら

べて幾分 やわ らか めに編む」*。

 こ こではカゴを編む勘 どころは どこに

あ ったのだろ うか。 「昔 は,1人 前にな

るまで3年 以上かか るといわれた ものだ。

実際にはそれで もカゴ細工をおぼえ こむ

のは難iしか った。は じめタヶ割か らは じ

め,底 を組む作業,そ して最後にナナ マ

ワシや縁の 編 み方をおそわ った」*。 「胴

の編 も縁 も,き っちりと目が しま って い

ないといけない」*のでそ う編 むのが とく

に難 しかった。また,縁 の作 り方 も岩 出

山独 自の ものである。 「タチダケは,縁

の ところで,カ キオ リとい ってタケ同志

を折 りまげ,そ の うえか らワダケ とい う

縁の タケを2本 重ねて いれ,そ の うえを

細い身ダケで巻いて仕上 げる」*。縁 ダケ

の ワダケは必ず しも上下2本 が同 じ太 さ
             はば

だ とはか ぎ らないので,縁 の幅をそ ろえ

るため,タ ケのアイダにヘギ をいれて形

をそろえるとい う。岩 出山のカゴ細工で

は 「とくに縁 の編み方が,い ちばん難 し

か った。縁 の上手な人が,と りもなおさ

ず,細 工 の 上手 な 人だ とい って よか っ

た」*。

 以 上の点を手元 の口径32cm高 さ21

cm底 径19cm重 さ2609の ザ ル につ

いてみ ると,つ ぎのようで ある。 このザ

ルは深 さがかな り深 いが,そ れが岩出山

のザル の特徴で もあるとい う。タチダケ

も廻 しダケ も4mmな い し5mmの 皮

ダケで,皮 のほうをカゴの内側 にして編

んである。底 のまんなかのマスの部分 の

1辺 は8cmで,2つ とび2つ くぐりの

アジ0が み られる。 マスを はず れる と,

タチダケは七廻 しの過程で1本 ずつ にわ

t

け られ,そ のまま縁の ところまで のぼ り

つあてゆ く。 マスか ら胴 の 高 さの ほぼ

2/3の と ころまでは,廻 しダケで タチダ

ケをかがる とき1段 ごとに1本 ずつへ ら

してゆ く 「ななめアジロ」 とか綾編 とか

いう 編み方(?)が つ かわれ,の こりの

1/3の ところは 普通 の筑 目編の手法がつ

かわれてい る。家庭 でつか うカゴなので

多少ていねいにつ くられたかも しれ ない

が マダケのザルな ら珍 らしい編 み方で あ

る。 タチダケは縁か ら3cmで た ところ

で先 を切 り落 し,胴 のほ うへ折 りまげ,

胴 の廻 しダケのあいだにはさんで とめる。

問題の縁 には,太 さ3mmと7mmの

丸 ダケがワダケ として いれてある。 しか

もその下 の外側 に幅10mmの 身 ダケ,

内側 には幅6mmの 身 ダケがそえてあ

り,そ の うえを幅5mmの 皮 ダケで巻

いて とめている。 そのため縁の高 さは外

側で25mm,厚 さ は20 mmに もなる。

そ して,縁 の外側 の面 は胴 の外側の面 よ

りも7mmも 張 りだす結果 にな ってい

る。 これ に対 して縁 の内側 の面は スムー

ズに胴 の内側の面 へ とつづいている。上

か らカゴの内側をのぞ くと,タ ケ の黒味

がか った ところがそのままの こされてい
         う  も  も  も

て,そ れがかえ ってひなびた味わいを与

えて くれる。 このザル には幅15mmの

マ ダケの皮ダケで十の字の形に力骨が い

れ られている。

 c. どの よ うなカゴがつ くられたか

 岩 出山では,カ ラタケで 「ウマや ウシ
 ヘ  へ  も

にかいばをやる(か いばを運ぶの につか

う)カ マザル のよ うな」*,直 径58cm

高 さ44 cm重 さ2.2 kgで,縁 に幅30

mmの 巾 のひろい皮ダ ケをいれ,力 骨を

4本 もつか うような旅 目編の大 きなカゴ

855



もつくられる。 しか し,た いていはお茶

をいれる深いザルや台所で野菜や食器の

水きりをするのにつかう浅いザルや六つ

目のカゴ,味 噌こしザル,魚 のビクなど

のような小さなカゴがつくられ,各 地に

出荷されている。

 岩出山では毎年カゴ細工をするひとた

ちの組合が主催 して講習会が開かれ,副

業 としてのカゴ細工も定着しているよう

にみえるが,し かし,「昔はそのひとひ

とによって自分は浅いカゴをつくる。自

分は深いザルをつ くるというように,そ

れぞれ得意なカゴ細工をもつ傾向がつよ

かった。アジ0を 編むひとはアジロだけ

を,カ ゴをつくるひとはザルはつくらな

いで,専 門にカゴだけ編んでいた。たい

ていそのひとが最初に習いおぼえたカゴ

が,そ の後もそのひとの専門になった」*

といわれている。何故そうなったのか。

「たくさんつ くるには,そ のほうが やり

やすかったから」*という答がもどってき

た。岩出山では安定 した需要を前提にし

て,カ ゴ細工が専門分化する傾向がはや

くか らはじまっていたわけである。

4. 山形県東置賜郡高畠町

 a.材 料 は どのよ うに整 えていたか

 高 畠町 は米沢 盆地 の東 はずれ にあ る人

口27,500,広 さ181.2 km2の 町 で ある。

町 の59%は 山 林で,聚 落 のまわ りに は

600mほ どの丘 陵があ り,県 界の二井宿

峠 を東 にこえ ると七ケ宿町 や白石市 に出

られ る道路が ひ らけている。高畠 は民芸

のひとた ちに よって,は や くか ら,雪 帽

子 やその他の ワラ細工,そ して,タ ケ タ

ガ ラとい う背負カ ゴを うみだ した ところ

として 注 目 さ れ て い る[伊 東,1965:

P.31]。
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 高畠では,材 料のタケを地元からとら
              あしだて

ずに,昔 か ら宮城県柴田郡村田町足立や

峠をこえた白石方面か ら買いいれていた

という。タケの産地では蔵王山麓東側の

シノダケを 「副業にタケキ リするひとた

ちがあり,切 った タケを 四つに割 り,
                ぱ
121.2cmの 長 さに切 り,120本 を1把

にま とめ,182cmの 長 さの ものな ら90

本,91cmの ものな ら150本1把 の 割

で」*,ち ゃんと所定の長 さに整えて くれ

て駅留などで送 って よこ した。高 畠で は

カ ゴの 「春か らの売れゆ きをみてタケを

仕入れた」*。 「タケづ くりには,村 の年

寄のひ とたちがゆ き,銘 で切 り口に割 り

をいれ皮 のほ うを 口に くわえて銘 で こう

して剥 いで いた」*。おそ らくそれは岩手

県久慈市 山田でわた した ちがみた ものと

同 じ作業 がなされていた にちがいない。

「カゴの 材料にす るタケは,タ ケの皮の

ところだけ(皮 ダケ)で,身 のほ うは ド

ジ ョゥ ド(笙)な どにつかい,宮 城 のほ

うか らよく売 りにきて いた」*。

b.カ ゴ はどのよ うにつ くられたか

 高畠のタケ細工をする家では,仕 入れ

たタケを束ねたまま作業場の壁などにた
               も  も

てかけておき,編 むまえに1晩 水にうる
も  ヤ  も

か してか ら水 を切 り,タ ヶがまだ しなや

かな うちにつか う。

 ハ ケ ゴとい うアジロのカ ゴでは,シ ノ

ダケを2本 ずつ い っしょに して3つ とび

3つ くぐりのや り方で アジロに編み,ま

ず底を こ しらえる。そ のとき,編 みの面'

が で きるだけたい らになるよう,タ ケを

2本 ずつあわせ るとき,2本 の タケの向

きをかえ,モ トとウ ラがそれぞれい っし
              ものさし

ょにな るよ うに組合せ る。また,物 差 な

どで 目を押 して詰めなが ら編んでいる。
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タテ ・ヨコの寸法な どは 目分 量で 「ハ ケ

ゴは高 さ もヨコ巾 も同 じくらいの寸法に

つ くる」*。そ してジ タケを13筋 ずつ組合

せ,底 のまんなかの中心 の部分を編みお

わ り,さ らにそ こか ら外側へ と編 みすす

ん でゆ くとき,タ ケを何 回 とば し,ま た

は くぐらせ るかによ って2回 のぼ りとか

3回 のぽ りとかいい,そ れに よってカゴ

の大きさを決 めてゆ く。そ うい う底編 の

作業がいちばん手間がかか るとい う。

 胴 を編 みおわると,タ ケを 縁か ら10

cmぐ らい余裕をの こ して鋏 で切 り,「タ

ケの向 きな りに手で縁の ほうに押 えつけ,
みどうし

箕通で巻ダヶをさ して巻 いてゆ く」*。そ

うす ると口は 内側にすぼまるが,「 ハケ

ゴは腰につ けるので,口 が内側 にす ぼま

って いると,腰 をまげて もなかの ものが

こぼれ落 ちない」 とい う。ハ ケゴは底す

ぼみで 口が開いた形を しているが,そ の

形 がなか なか とりに くく 「この形 の とり

かたが難 しい,口 はすぼめすぎて もだめ,

広 げす ぎて も形がま とま らない」*とい う。

実例 にあた ってみ ると,手 元にあるハ ケ

ゴの底の ヨコ幅 は26cm奥 行10cm高

さ29cm,口 は楕 円形 で長径22 cm短

径20cm,口 の 内径 は16な い し17 cm,

重 さは3909で,カ ゴ全体 に4な い し

7mmの 巾 の皮 ダケが皮 のほ うを外 に し

てつか われてい る。そのタケを2本 ずつ

い っしょにあわせて3つ とび3つ くぐり

のアジロが胴 にも底 にもみ られ る。底 は

タケ9筋 で まん なかの マスの部分 を組み,
         ヘ  ヘ     へ  も  も

それか ら1回 タケを とび ・くぐりさせ(だ

か ら2回 のぼ りとい うこ とになる),底

か ら胴 の編へ と移 る。胴 の前後の面で,

胴 は直線的に口までひろがって ゆ く。縁

まで 編んで きた タケは,縁 の線か ら10

cmぐ らい上で切 りそろえ,縁 の 線 に近

つ くまで左 へ左へ と倒 し,そ の うえを巾

6mmの 皮 ダケで巻 いて仕上 げている。

縁 は厚 さ13mm前 後 で,カ ゴの内側 へ

20mm以 上 も折 れかぶ さっている。 こ

のよ うな縁ず くりも,ア ジ ロ編で タチダ

ケが多 いか らで きることである。 この縁
         ともぶち

の仕上 げ方 は0種 の共縁に巻 ダケ を巻 い

た形 とみる ことがで きる。 このハケゴで

は,前 面か ら後 にか けて巾7mmの 皮

ダケをいれて一種 の力骨の ように してい

る。縁には紐を とお して腰につけ られる

ように して こしらえ られている。

 シ ノダケのヘギダケ をつか うカゴ細工

の特徴は 「タケがやわ らか く,同 じシノ

ダケだ けでい ろい ろなカゴがつ くられる

ことで ある。 これがカ ラタケだ と,底 廻

りと縁 どめの タケでは厚 さ も巾 もかえて

いか ねばな らない」*。 「だか ら,シ ノダ

ケのヘギ タケ細工 は副業のタケ細工には

むいていて,な にしろ教わ りやす い」*。

また,「タケ細工 にはオオザイ ク(大 細工)

と コザイク(小 細工)と の2つ の種類が

あるが,1小 細工 は家庭用の 台所 のザル

な どの ようなカゴをつ くる細工,大 細工

は農業につか うカゴや蚕具 としてのカゴ

をつ くる細工 の ことで,そ の内容は地方

によって 必ず しも 同 じではない),シ ノ

のヘギダケをつか った細工 はどち らゑ〉と

い うと小細工むき」*にできているといわ

れる。 「シノダヶのカゴ細工で は 目を細

か く編 まね ばな らないので,目 の大 きさ

をそ ろえて編むのが コッである。 たとえ

ば,ザ ルにはコメ トギザル とアワ トギザ

ル とがあ る。アワ トギ はコメ トギよ りも

目が細いので,そ れ に応 じて廻 しダケの

裂 き方 もちが って こなけれ ばな らない。

アワ トギの ときには,シ ノダケを四つ割

に した ものを,さ らにまん なかか らタテ
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2つ に割 る」*。そうす ると 「タケの断面

が細長 い直角三角形状 になるが,そ の鋭

い角 の薄 いほうの側を常 に上 にむ けるよ

うに して タチダケにかけて ゆ く」*。 こう

して上 の廻 しダケのやや厚 い側 と,下 の

タケのや や薄 い側 とがi接しあい,目 がっ

ま って編 めるのだ とい う。

c. ど の ようなカ ゴがつ くられたか

 ハ ケゴには大 きいハケゴ と小 さいハケ

ゴ とが ある。ハヶ ゴを編むタケの長 さに

よ ってサ ンジャクハケゴ,ヨ ンシャクハ

ケゴなどの呼び方がな されている。サ ン

ジ ャクハケ ゴはタテ ヨコとも18cm,ヨ

ン シャクハケ ゴは32cmで,山 菜 と り

や キノコ採 りなどに もってゆ く。 「昭和

25年 頃,高 畠町 にはカゴ屋 をや って いる

ひとが5入 ない し6人 いたが,戦 前 さか

んだった頃に は副業のひ とまで いれて40

人 か ら50人 の ひ とたちがカゴ細工を して

いた。その大部分 のひ とたちがハケ ゴを

つ くり,米 沢市 や川西町 や長井 や小国へ

出荷 していた」*。その頃には講習会まで

開かれてみなカゴ細工 を教わ った といわ

れて いる。キノ コとりはいまで もさかん

で,「9月 か ら10月 にか けて,毎 日のよ

うに誰かが山へ行 っている。毎 日副業的

にやってい るひともあるほどだ」*。 しか

し 「キノコの季節 にはハ ケゴ もた くさん

売れ るので,カ ゴ編 におわれ,せ っか く

地元 にい るの に自分 ではキノコとりに行

けない くらいだ」*。ハ ケゴには,こ のほ

かi横 にながい雑魚 とりのハ ケゴ,畑 の

ナスモギのハケゴ,ワ ラビやゼ ンマイ ・

アケ ビとりのハケゴなどが あ り,編 み方

は同じで も,さ まざまなハケ ゴがつ くら

れてい る。

 高 畠でハケ ゴのほかつ くられた ものに
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養蚕用 のカゴとタガ ラカゴがある。養蚕

関係 のカゴでは,マ ユの運搬 カゴ,マ ユ

をいれ るマユ カゴ,桑 つみ用のクワザル

などで,カ ラタケがつかわれた。 マユ カ

ゴは 「マユ15kgは い るカゴで 男衆が

片方 の肩 にのせて運べ る くらいの大 きさ

につ くられて いて,直 径 は75.8cm,高

さ60.6cmで,底 はクモの巣編,胴 は

旅編,縁 には12mmの タ ケがあてて あ

り,そ れを別の タケで巻 いて とめて いた。

いまか ら15年 前までつか っていたが,マ

ユ袋 が つ か われだ してつかわな くなっ

た」*とい う。クワザルは直径48.5 cm高

さ30.3cmの ザ ルだ った。

 高 畠町の もっとも主要 な産業 は農業で

ある。 いまで も農業経営にたず さわって

いる家 は全体の55%に あ たる という。最

近では ブ ドーや リンゴなどの果樹栽培,

酪 農,畜 産を加え,農 業 は比較的たかい

生産性を あげてい るといわれて いる。他

の東北の稲作地帯 と同 じよ うに,高 畠で

も,冬,雪 がまだ積 っている うちに櫨 で

堆肥を 田に運んでつみあげてお く。 とこ

ろが 「昭和23年 か ら24年 にか けて,雪 が

ほと〃 ど 降 らず」 「雪が積 らないので櫨

がつか えず,そ のため,タ ガラといって

スギの若木をまげ,そ れにワラ縄を巻い

た背負カ ゴに堆肥 をいれて田まで運ばね

ば な らなか った ことがあ った」*。そ こで,

高 畠で3代 前か らカゴ屋 だった一本柳 の

佐藤信之助 さんが,昔 か らつか っていた

「スギの タガ ラをカ ラタケで こしらえ,

タケの タガ ラカゴ」 を試作 した ところ,

そ れが好評でひろま っYT 1.rので,そ のカゴ

が県の農村工業振 興展示会で,1948年8

月,山 形県 知事か ら優秀作 と して賞状 を

うけることになる。 このタケ タガ ラの生

まれ る背景には東 北のタケカゴ細工 の も



中村 東北地方タケカゴ細工の基調

つ ひとつの重要 な側面がでて いるので,

もうす こし詳 し く佐藤 さんのカゴ細工 に

つ いてみてお きたい。佐藤 さんは 「父親

も伯父 もタケ細工 で,父 親 は仲買や販売

もや りなが らシノダケのヘギタケ細工,

伯 父 さんはカラタケ細工 を専 門に した」*

とい う。東北 もここまで くる とマダケの

いわゆるカラタケ細工が浸透 して くる。

佐藤 さんは伯父 さんの ところに小学校を

出るとす ぐ弟子入 りしカ ラタケ細工を習

うことになる。 そ して 「ネ ン(年 季)が

あけると東北か ら関西まで修 業 して ある

いた」*。 「主 として カラタケ細工 を した

が,自 然,シ ノダケ のヘギタケ細工 もで

きた し,養 蚕 のカゴな どもさかんに こし

らえた」*。当時 はどの 「親方の ところで

も3日 間はだま って食べ させて くれ,そ

のあいだにその土地でや って いる タケ細

工を懇 切に教 えて くれ た。 そのあ とは,

親 方の ところではで きないようなカゴ細

工,浜 の漁 業用の大細工 ばか りしかつ く

らない親 方の ところでは台所 のザルのよ

うな小細工 をつ くって店 において売 って

も らい,手 間 をとって,お いて もらった」*。

だか ら 「神戸のカゴ屋にいたときな ど,

店 頭でザルがいる といえばザルをつ くり,

目 カゴの注文があれば目かごをつ くり,

タ ケサ キ(タ ケ割)が 間にあわない ときに

はタケサ キの仕事に廻 り,す っか り重宝

されて普通 の人の数倍の工賃 をも らって

働かせて もらった」*。関西 ではカゴ作 り

も分化 して いて 「親方の ところではタテ

llOcmヨ コ40cmの 大 きな運送 カゴし

かつ くらなか った」*か らである。 こう し

た経験か ら佐藤 さんは 「ザル 目で もカゴ

目で も(シ ノダケのヘギ タケ細工 でもカ

ラタケ細工 で も)何 で もこなせるのは東

北人 だけだ」*と笑 いなが らいわれる。佐

藤 さん は,1950年 前 後,ビ ニールのカゴに

お されて専 門のカゴ作 りを よして雑貨屋

をは じめるが,そ れ まで にブ ドーや リン

ゴのカ ゴなどの新 しいカゴを工夫 される。

その1例 として リンゴ もぎの とき腰につ

けて リンゴをいれるカゴを紹介 してお き

たい。 こ の リンゴカ ゴは ヨコ 32.5cm

奥 行28cm高 さ33.5 cm重 さ4609で,

大 きさの割には軽 くこしらえ られてい る。

それ というの もこのカゴが カラタケを主

とした 目カ ゴだか らであろう。全 体の形

はやや四角ば った楕 円体で,高 さが ヨコ

巾よ りも10mm多 い だけなのに,き ち

っとしまってみえ る。 このカゴで は底 も

胴 も大 きさ25mmの 六 つ 目編で,タ チ

ダケには巾9mmの 皮 ダケが6本 まん

なかに,そ のまわ りに同 じ巾の身ダケが

つかわれて いる。ただ し,胴 のまんなか

と底 まわ りには巾10mmの 身 ダ ケが い

れてあ る。縁 は高 さ25mm厚 さ1 Omm

で丈 夫 な皮ダヶを 内外 につかい,そ のあ

いだに 野田口 仕 上げのよ うに タテ ヨコ

4mmの 皮 ダヶをいれて透 き間をふさぎ,

上 か ら針金 を巻いて とめてい る。そ して,

これ らに巾24 mmの 厚 い皮 ダケを2本

平行にそえて力骨 に し,こ の力骨を胴 の

まんなかの ところで, ヨコに巾10mm

の皮 ダケでおさえ,そ の下に きてい る巾

10mmの 六 つ 目の 廻 しダケのあいだに

力骨を はさむよ うに して針金でかが って

とめてい る。それが全体の強化に きわめ

て有効 に作用 しているよ うに思われ る。

5.福 島県岩瀬郡岩瀬村矢沢

 a.材 料はどのように整えたか

 奥羽本線を南に くだると,ち ょうど山

形 と福 島との県界をこえ,福 島盆地に

おりはじめるあたりから,村 の山ぞいや
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家 々の うしろにマダケやモウソウのタケ

籔がみ られるよ うにな る。そ して,い よ

いよカ ラタケ(マ ダケ)地 帯 にはい った

ことを知 らされる。そ こではどのよ うな

カゴ細工 が育 ったのだ ろうか。岩瀬村 は

郡 山盆地 の西側 の山ぞ いにひ ろがる人 口

6,ユ70,面 積6<Ll km2の 村 で,東 北本

線 の須賀 川か ら西約10kmの と ころに

ある。村 の南 半分 は300m前 後 の丘陵,

西 半分は 山地で1013mの 笠 ケ森 山に

つづ いてい る。村 の北東側は滑川ぞいに

水 田がひ らけている。矢沢の聚 落は村 の

東 のは しにある。

 矢沢 では材料はほとん どカラタケで,

「10月か ら11月 にか けてが タケ切 りの季

節で,こ の時期に切 ったタケは虫がつか

ず,1年 もつ」*と いい 「たいてい岩瀬村

内でみつ けて切 ってきて家の軒廻 りな ど

にか こってお く」*。 このあた りは タケ籔

を もってい る家がす くな くないので,す

こし多 めにゆず りうけて きて,よ い のを

選 んで つか うのだ とい う。 「材料 と して

のカラタケ は,タ ケに身 がはい り強 さの

でて くる5年 目か ら6年 目の ものが よ く,

節 が低 く伸びの あるのを選ぶ」*。「長 いの

は15mも あ るので昔 は荷車 につ けて家

まで運 んだ」*。タケは 「30.3cmに くる

ま った ものを4把 でイチダ ンとい うが,

さかんにカゴをつ くっていた頃には1年

に30段 もつか った」*。ちなみにタケ の1

把 は,周 囲15。2cmな ら7本,18.2 cm

の ものな ら5本,21.2cmな ら4本,

24.2cmで3本,27.3 cmで2本 の割だ

った。

 ヵゴを編 む ときには 「か こっておいた

タケをズ リ(竹 きり鋸)で3.03mぐ ら

いの長さに切 り,そ れを両刃の銘 で4つ
                こわり

に割 り,さ らに巾9mmく らいに小割
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に し,皮 か ら身のほ うへ8枚 に剥 いでゆ

く」*。カラタケ地帯 のタケ細工で はﾘ身

も大切 な材料 にな るので,タ ケが うま く

剥 げるかど うか,同 じ巾で同 じ厚 さのタ

ケが とれるかどうか によってカゴが うま

くつ くれるか どうかが きま って くる。 こ

の材料 として のタケを整えるまでの工程

をタケゴシライとい ってい る。その過程

の詳 しくは本格的 にマダケのカゴ細工を

あつか う次 の小文 にゆず りたい と思 う。

それはそれ として 「つか って楽なのは シ

ノダケで,カ ラタケが満足に とれ るよ う

になるには しば らくかか る」*。 「岩瀬 で

シノダケをつか うのはザルだ けだが,シ

ノダケは付近 の山か ら11月 頃 にとって き

て,す ぐ4つ 割 し,口 で皮を くわ えなが

ら剥ぎを して,銘 で皮ダケ と身ダケをわ

ける。たいてい11月 には1年 分つか うタ

ケを鎌 で切 ってきて しまう。 それ を(2

つ とび2つ くぐりのアジロに)編 み,底

のまんなかを編みおわると七廻 りにかか

り,腰 立に移 る」*。シノダケ のザルの作

り方はつい確めないで しまった。

 b.カ ゴは どのよ うにつ くられ たか

 岩 瀬 のカ ゴの編み方 は主 として 目の大

きなロ ッカク とよばれる六つ 目に筑 目編

で ある。岩瀬のあるカゴ屋 さんは(16才

の とき同 じ村の上手な親方 の ところへ弟

子入 りし,5年 して徴兵 検査 まで に年季

奉公を おえ,銘,ズ リ,セ ン,花 鋏 など

のカゴ細工の道具一式 を もらって独立 し

た」*。 「弟子にはい って,は じめて稽古

す るときには,シ ノダケで小 さな六 つ目

の 目カゴを教わ り,タ ケになれるまでタ

ケゴシ ライを習 う。タケゴシライには3

年 は充分 にかか り,こ れが一番難 しい。

それか らカラタケに うつ り,イ モカゴの



中村 東北地方タケカゴ細工の基調

よ うな小 さいカゴか ら順 に大 きいカゴを

おぼえて ゆ く」*。「ロ ッカク(六 つ 目)の

ようなカゴでは,編 む ときに目に大きい

ちいさいが ないよ う,目 の大 きさがそろ

うよ うに編む。 これ もむずか しい」*。

 c. どの ようなカゴがつ くられたか

 岩 瀬 では1年 中,「 もっぱ ら村 のひ と

たちが農業につか う,稲 の取入れや養蚕

用のカゴ」が こしらえ られていた。カゴ

細工 とい うものには 「セッ(季 節)が あ

り,そ れぞれ時期があ り,春 はクサカ リ

の ショイカゴやイモカゴ,夏 はキ ノコと

りや魚 とりのハケゴ,秋 は稲の取 入れに

つか うカマザル,冬 はつぎのと しにつか

う養蚕 のカゴとい うふ うに,昔 はカ ゴ細

工 の仕事が1年 中たえまな くあった」*。

岩瀬 のカゴ屋はみんな 「カゴは昔か ら同

じ村 の需要老のためにつ くった」*。1927

年 前後,こ う した,い わば村 のカゴ屋 と

もい うべ きひとた ちが 「岩瀬郡 には40数

人あ り竹細工組合 をつ くり,毎 年10月 に

寄合 を して カゴの 値 段 などをきめてい

た」*とい う。 この ことか ら,ど この村に

も数人のカゴ屋が専門でカゴをつ くり,

村 のひ とたちの需用にお うじていた様子
                 へ

が うかが える。そ うしたカゴの生産の あ
ヘ  ヘ  へ

りかたはそのまま関東以南 にまでつづ く

わ けである。

 岩 瀬でのシ ョイカ ゴは45.5mmの 目

の 大 きい 六つ目の カゴで,タ チダケ は

15mm,廻 しダ ケには24 mmの 皮 タケ

をつかい 「山で草刈を して家まで運んだ

り,田 のアゼの草刈につかわれる」*。イ

モカゴはジ ャガ イモを収穫 したあと洗 っ

て土をお とす ときのカゴで六つ目で 目の

大 きさは24mm,養 蚕 の ときカイコを

いれ る15 mmぐ らいの 目の六つ目カゴ

が ヨーサ ンカゴ,ク ワイ レハケ ゴは桑 と

りの とき肩 にさげ る筑 目編 のカゴで底 は

四つ目目つぶ しに編み,身 ダケと皮ダケ

を半 々につか うとい う。また,マ ユカゴ

は9mmの 目の細かい六つ目カゴで 巾

15mmの カ ラタケを2本 ず つい っしょ

にあわせて編み,そ のなかに布 の袋を い

れてマユ をいれたが,須 賀川 に このカゴ

だけを専 門につ くるひとがいたので岩瀬

ではあま りつ くらなか ったよ うである。

このほか稲 の取入れの とき籾 や米 をいれ

る2.71い りの カマザル もつ くられたが,

これまでのネマガ リや シノダケを材料 に

した タケ細工 に くらべ,こ こでは全体 と

して大型 の目カゴがつ くられていた こと

がわかる。

 岩 瀬の兼子 さん は昔は さかんにカゴ細

工をや ったが,こ のところ若い ときか ら

のカゴ細工 に基礎 をおいた工芸的なカゴ

を暇をみて こしらえてい る。46年 には県

の老人作 品展で知事賞を も らったが,こ

こにはその1つ をあげてお きたい。この

カゴは口の直径11cmな い し10.5 cm,

底 は ヨコ12.5cm奥 行ll.5 cm,高 さ

17cm重 さ1309で,タ チダケには巾

6mmの 皮 ダケがつかわれ,こ の皮 ダケ

は皮のほ うをカゴの内側にむ けて組んで

ある。底は四つ 目で,そ の 目を巾15mm

の皮 ダケ4本 でつぶ して いる。潰 しダケ

のうち2枚 はススダ ケ(煤 竹)で,古 い

農家のイ ロ リの天井 などにつか ってスス

けた黒い タケを磨 いてツヤをだ した もの

だという。胴 はlmmか ら2mmの 皮

ダ ケを廻 しダケにいれ,そ れ も胴の下か

ら8cmの と ころまでは同 じ巾のススダ

ケが1本 お きにいれてあ って カス リ文様

を編みだ してい る。 タケはよ く磨 いてあ

り,カ ス リに も狂 いがない。縁は巻 口仕
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上 げで あるが,巾5mmく らいの身ダ

ケをなか にいれ,そ のまわ りに巾8mm

の 身 ダケを巻 き,そ の外側 に巾3mm

の縁 ダケを いれ,さ らに もうひ とつ外側

か らススダ ケの身ダケを巻 いて仕上 げて

い る。 この縁 の作 り方 は二重巻 き といわ

れ るや り方 らしく,関 東地 方のカゴ細工

にはめず らしくない手法であ る。

III.若 干 の考察

 東 北地 方には幾種類 もの タケがつかわ

れてい る。そのひ とつ ひとつについて学

名などを確め ることはで きなか ったが,

青 森 には有 名な八甲田をは じめネマガ リ

ダ ケが県 下各地 に分布 して いる し,青 森

か ら岩手 ・宮城の両県 にわた って シノダ

ケ(ア ズマネザ サ?)や ニガタケがつかわ

れ,こ とに岩手で は書物 でみる とアズマ

ネザサ,ジ ョウボウジダケ,ヨ ナイザサ,

クザ カイザサ,ハ ツロウザ サ,オ オシダ

ザサ,ヒ メカ ミザサ,ナ ンブスズ,ス ズ

ダケ とい った 名前 があが って いる[室 井,

1969:PP・96-180]。 ま た福 島まで南下

す ると,完 全 にマダ ケやモ ウソウの勢 力

圏 にはい るよ うである。 もし,各 地 にそ

だつ これ らのタケがそれぞ れその土地 の

カゴ細工の素 材 とな った とす れば,東 北

のタケ カゴ細工の基調 は,ま ず その材料

の豊か さとい う点に もとめる ことがで き

よう。実 はその点を考慮 して小文で は青

森 のネマガ リダケ細工,岩 手県久慈市山

田や宮城県岩 出山町,そ れに山形県高 畠

町の シノダ ケのカゴ細工,山 形県高畠町

や福 島県岩瀬村のカ ラタケのカゴ細工を

とりあげたが,東 北の タケカ ゴ細工 の系

列は,お おづかみ にみて,青 森 のネマガ

リダ ケ,岩 手 ・山形 ・宮城の シノダケ,

福 島のカ ラタケによるカゴ細工 とい った
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数系列にま とめてみ ることがで きそうに

思われ る。

 それな らひ とつの素材 としてのタケは

カゴ細工に どのよ う.な影響をあたえたの

だろうか。ネマガ リ,シ ノ,カ ラタケを

手 に とって くらべて みると素 人目に もそ

の質 のちがい とい った ものがつたわ って

くる。まず,皮 や身の しまった東北のネ

マガ リダケの カゴ細工で は,タ ケ 自体が

かた く,轡 曲 してい るので,そ れを同 じ

巾 と同 じ厚 さの細いテ0プ 状 にす るまで

に,す なわちタヶづ くりの過程 におお く

の努力がは らわれてい ることが事例か ら

も うかがえる。 しか し,そ の結果 は巾の

せ まいタケを1本 ずつ組みあわせて(こ

れ くらいのタケだと2本 ない し3本 をい

っ しょに組合 せてカゴを編む ことを考 え

るのだが)六 つ目のきれいな 目編のカゴ

や 目の しま った筑 目のカゴがつ くられ る。

同 じ山の タケで もシノダケ は,そ の点ず

っと楽で,コ ツをおぽえれ ばタケづ くり

は たやす くで きる(よ うにみえ),タ ケ

がやわ らかいので,教 わればいろい ろな

カ ゴ細工 にな じめそ うに思われる。 シノ
      も  も

ダケのカゴのよさは,素 朴 な土 のあたた

か さをの こし,し か も細いタケのもつ キ

メの こまかさにあろ う。カ ラタケは,ネ

マガ リダケや シノダケ とちが って,皮 ば

か りか身ダケを活用す る点にひ とつ の特

色が ある。そのためにはタケを剥 ぐため

の修練が要求 されるが,い ったんタケヘ

ギ がで きるようになるとネマガ リや シノ

ダ ケにはみ られない,巾 のひろい軽いタ'

ケ をつか って荒 い目の丈夫なカゴを生 み

だす ことがで きよ う。 カラダケをつか っ

た工芸的 なカゴには,ネ マガ リダケや シ
             へ  も  も  ヘ

ノダケのカゴにはみられないするどさや
i  ヘ  カ

かたさがみ られ るよ うになる。



中村 東北地方タケカゴ細工の基調

 ここにとりあげた5地 域のカゴ細工で

とくに注意 してよいのは縁づくりである。
一般にタケカゴ細工の体系は昔からマダ

ケのカゴ細工に伝えられてきた技法を整

理 してたて られているが,東 北のここに

あげたカゴ細工には教科書にはでてこな

い縁づくりがなされている。久慈市のマ

タタビをいれる縁のつくりがそうであり,

岩出山の丸ダケを重ねて縁にいれる縁づ

くりがそうであ り,そ ういえば高畠の共

縁 も,青 森のネマガ リダケをつかう縁づ

くりもやはり特異なものである。こうし

た非教科書的な技法をその他の編み方の

技法にもみいだす仕事は,い かにささや
               も  へ  も   も

かで も,そ の土地 のひとたちのか くれた

努力をあ とづけ,カ ゴ細工の固定的な枠

組をやぶ るうえで も役立つ にちがいない。

 東 北のタケカ ゴ細工 は,お そ らく,タ

ケカゴ細工のなかで もっとも北のタケカ

ゴ細工ではなか ったか。 しか し
,そ こに

は幾つかのカゴ細工 の流れがい りくみ,

や や誇張 していえばカゴ細工のほ とんど

の系列が出会 うひ とつ の大 きな工房 だ っ

たわ けである。 この工房ではカ ラタケ と

シノダケ,シ ノダ ケとネマガ リダケのカ

ゴ細工 とい うよ うに,流 れのちが ったカ

ゴ細工が相互 に影響 しあいなが ら
,両 方

のカ ゴ細工 に理解 をもつカゴ屋 さんたち

を生みだ した。

 生 産用具,生 活用具 としてのカゴの形

は,そ のカゴをつ くりだす技術の高 さを

なかだ ちに して カゴの使い途,使 い方 と

結びつ く。小文 では詳 し くはた ちいれな
         も  ぬ  へ

かったが,そ うしたみかたにたてば,カ

ゴがつかわれた土地土地の生産の移 りゆ

きはカゴの分析に無視できないことにな

ろう。たとえば,青 森のカゴは漁業や リ

ンゴ栽培に,久 慈山田のカゴその他は山

菜とり,キ ノコとり,畑 仕事,田 仕事な

どにそれぞれ結びついている。山菜 とり

やキノコトリに東北のひとたちがどれほ

ど愛着をもち,雪 国の暮 らしにどれほど

大切だったかは強調 してもしすぎないほ

どである。暮 らしのなかに昔か ら伝えら

れてきたカゴ細工は,な にも手ぱな しで

存続 してきたわけではなく,高 度成長の

波がおしよせ,ビ ニールのような新しい

素材が生活用具を支配するまで,地 域の

ひとたちの身近かな生活に密着 しながら,

その反面近代的な果樹栽培や酪農や園芸

や輸送手段と関係 して生きつづけてきた

わけである。明治以降のあたらしい生産

の変化にともなって昔からのカゴ細工が

どうかわっていったかは,別 の地方のカ

ゴ細工を考えるときにふれよう。
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19～24 カ ゴを 編 む

867


